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前年度比△14.6％

３月定例会で決まったこと

平成３１年度一般会計予算

平成３１年度特別会計予算

３月定例会で決まったこと

前年度比△14.6％

第１回定例会 2

　平成３１年第１回片品村定例議会（３月議会）を、３月７日～１５日までの９日間にわたり開催しました。
平成３１年度当初予算をはじめ、条例の改正や廃止、規約変更協議、村道路線認定・廃止、指定管理者の
指定、教育委員会委員の任命、専決処分の報告、平成３０年度補正予算などが提案されました。
　議会は、予算説明会、各常任委員会と本会議で審議のうえ、すべての議案を全員賛成で可決しました。

歳 入
35億

2,900万

779,219

79,872

623,969

95,187

61,886

1,640,133

39,946

11,238

90,549

70,623

21,444

233,800

97.5

87.5

103.8

99.8

96.9

93.4

地方交付税

国庫支出金

県支出金

使用目的が決まって
いる国からの補助金

使用目的が決まっている
県からの補助金

一定の行政サービス
を提供できるように
するために国が交付
する税

16 億4,200 万円
（46.5％）

1 億4,863 万2 千円
（4.2％）

1 億7,348 万6 千円
（4.9％）

各種交付金
消費税やガソリン税
など国から地方へ配
分される交付金
1 億 7,192 万円 8 千円

（4.7％）

繰入金
村の貯金を下ろして
使うお金
3 億3,464 万7 千円

（9.5％）

その他
負担金、使用料、寄付金、
諸収入など
1億1,435 万6 千円

（3.2％）

前年度より繰越金
3,000万円

（0.8％）

村税
村民が納める税金

5億2,395 万1 千円
（14.8％）

村債
財源不足を補う
ための借金
3 億9,000 万円

（11.1％）

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

介 護 保 険

下 水 道 事 業 等

後期高齢者医療

合　　　 計

（単位：千円）

（平成３１年度から観光施設事業の特別会計が廃止され一般会計に組込れた。）

会    計    名 予    算    額 一般会計繰入金前年対比 (％)

・ ・

・

・
・ 歳 出

35億
2,900万

6億4,896 万 6 千円

（18.4％）

8 億5,675 万2 千円

（24.3％）

総務費

民生費

4 億1,005 万4 千円
（11.6％）

教育費

議会費
7,459 万2 千円

（2.1％）

予備費
300万

（0.09％）

労働費
5万4千円

（0.002％）

農林水産業費
2億624 万3 千円

（5.8％）

商工費
1億6,095 万5 千円

（4.6％）

土木費
2 億4,281 万7 千円

（6.9％）

消防費
1億5,960 万5 千円

（4.5％）

災害復旧費
3千円

（0.0％）

公債費
4 億174 万円

（11.4％）

3億6,421 万
        9 千円
（10.3％）

衛生費

・・
・

・
・

・



片品村教育委員会委員の任命

指定管理者の指定

一般会計当初予算の 目玉平成31年度

事業名称 予算額 事業内容等

ワンポイント解説

第１回定例会3

健康増進の推進

施　　設　　名 指　定　管　理　者

H31.4 .1〜 H36.3 .31

期　　間　　等

中学生海外派遣事業

全日本マスターズスキー選手権
実行委員会負担金

片品村老人憩の家

菅沼農村広場

摺淵生活改善センター

武尊運動広場、武尊体育館、片品村

農業者トレーニングセンター

白根トレーニングセンター

片品村健康増進施設、片品村山村

広場施設、片品村ふれあい広場

片品村郷土文化保存伝習施設

土出運動広場

戸倉観光農林漁業経営管理所

尾瀬木工センター

花咲観光農林漁業経営管理所

第４区長

菅沼組長

摺渕組長

第３区長

ＮＰＯ法人  片品・山と森の学校

土出運動広場管理組合

戸倉区長

片品山岳ガイド協会

栃久保組長

穴沢組長

第 5 区長

13,349

4,815

12,300

215,529

30,000

　特定検診やがん検診の受診率向上、疾病の早期発見など、
住民が検診を受診できる機会を設けるため、秋にも総合検
診を実施すると共に各種検診をかかりつけ医等で利便性よ
く受診できる環境を維持する。
　また、妊娠期から子育て期の支援充実を図る。

　次代を担う中学生の派遣を通して、外国の自然や文化、
社会に触れてもらい、生徒たちの国際理解及び国際感覚の
基礎を培う。さらに、台湾埔心郷と友好交流の目的のひと
つである教育交流の具現化を図る。

　第４４回全日本マスターズスキー選手権尾瀬片品大会の
開催にあたり、大会実行委員会に負担金を拠出するもの。

防災行政無線設置管理

　村内の農業用水確保のための設備工事。小規模土地改良事業

10,000

5,000

　昨年度まで実施してきた「道の駅（交流連携拠点）整備
事業」の発展的継続事業。道の駅を活用しながら、観光交
流人口増加ための事業を実施。
①　OZE アカペラファンタジーフェスの開催事業等
②　名物料理及び加工品開発及び PR 事業
③　国際観光交流推進事業

ＯＺＥアカペラファンタジー
フェスの開催事業等

片品村観光プロモーション
ＤＶＤ作成事業

　Ｈ３４年度までに防災無線のデジタル化が必要となるた
め、Ｈ３２年度完成予定で防災行政無線設備の更新を実施。

片品村観光プロモーショ DVD 作成事業。

（単位：千円）主要事業

　戸丸幸江氏がご逝去されたため、後任者として
星野圭子氏の任命について同意を求められ、議会
は全員一致で同意しました。

次の施設の管理を指定管理者に行わせることを議決しました。
指定管理者の名称、指定の期間は次の通りです。

継 続 費
（単位：千円）

事　業　名 総　額 年　度 年 割 額項　　目

総務費 総務管理費
防災行政無線

デジタル化整備事業
359,136

平成31 年度

平成32 年度

215,529

143,607

経費の総額及び年割額を
定め、数年度にわたって
経費の支出ができる予算
の定めです。

継 続 費



平成３０年度　補正予算

ワンポイント解説

繰越明許費

専 決 処 分

村道道路の認定及び廃止

条例の一部改正・廃止

4第１回定例会

繰越明許費

前年度予算を使途と金額を
明らかにして翌年度へ繰り
越す費用です。

（単位：千円）

（単位：千円）

一般会計（第４号）

国民健康保険（第２号）

簡易水道（第４号）

介護保険（第３号）

下水道事業等（第４号）

後期高齢者医療（第 2 号）

補  正  額 補  正  後会　計　名

事　業　名 金　額

37,543

19,383

748

40,348

3,067

1,001

△

△

△

△

4,160,731

861,625

94,834

575,460

94,680

63,750

会計名：一般会計

片品村役場本庁舎耐震診断業務

片品村武尊体育館屋根改修工事

林道宇条田線　県単林道改良工事

村道鎌田・立沢線　崩落防止対策工事

大立沢橋　橋梁長寿命化修繕工事

8,000

12,435

2,800

60,500

18,600

認定路線

路 線 名

1236 号線

1301 号線

1302 号線

須賀川字アゾウケ 283 〜 須賀川字アゾウケ 275-1

須賀川字前田 233-3 〜 須賀川字アゾウケ 285-14

須賀川字アゾウケ 287-25 〜 須賀川字アゾウケ 272-5

162.56m

333.20m

125.20m

5.10m〜3.00m

9.20m〜7.30m

7.08m〜5.60m

須賀川字アゾウケ 261-1 〜 須賀川字アゾウケ 283

須賀川字アゾウケ 266 〜 須賀川字アゾウケ 266

戸倉字中之岐 906 〜 戸倉字一之瀬 900

373.30m

28.80m

2,937.82m

7.50m〜3.00m

7.10m〜2.50m

7.28m〜2.60m

起点地番〜終点地番

※これは、須賀川バイパス開通に伴う旧国道部分等が村道になったものです。

延　長 幅　員

1236 号線

1237 号線

7034 号線

廃止路線

件　　　名 概　　　要

・片品村立片品中学校改築工事の変更請負契約

　変更前契約金額　1 , 2 3 2 , 2 6 9 , 2 0 0 円
　変更後契約金額　1 , 2 3 5 , 5 3 0 , 8 0 0 円

地方自治法第１８０条第１項の規定に
より専決処分の報告がありました

職員の分限に関する手続及び効果に関する
条例の一部改正

地方公務員法による職員の失職について
特例を設けるため、条例の一部改正

片品村職員の勤務時間、休暇等に関する
条例の一部改正

公益的法人等への職員の派遣等に関する
条例の一部改正

片品村福祉医療費の支給に関する条例の
一部改正

片品村布設工事監督者の配置基準及び資格
基準並びに水道技術管理者の資格基準に
関する条例の一部改正

片品村観光施設事業に係る出納その他の
会計事務の一部に係る権限を会計管理者
に行わせる条例を廃止

片品村観光施設事業に関する条例を廃止

地方公営企業法の適用に関する条例を廃止

人事院規則の改正にあわせ職員の超過勤務
時間の上限を定めるため、条例の一部改正

片品村観光協会が法人化することに伴い、
村が職員を派遣することができる団体に

「一般社団法人片品村観光協会」を加える
ため、条例の一部改正

群馬県福祉医療費補助金交付要綱等の一部
が改正されたことに伴い、条例の一部改正

学校教育法の一部を改正する法律の施行に
伴い、条例の一部改正

観光施設事業を地方公営企業法に基づく
会計から一般会計に移行することに伴い、
関係条例の廃止



一　般　質　問

村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

答

答

一
、
片
品
村
の
財
政
の
現

状
と
、
今
後
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
事
業
に
つ
い
て

5

萩原 正信 議員

　

片
品
村
で
は
近
年
、
小
中
学

校
建
設
や
道
の
駅
建
設
な
ど
大

き
な
投
資
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
大
変
素
晴
ら
し
い
施
設
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

村
の
財
政
に
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
戻
れ
る
も
の

で
あ
れ
ば
、
も
う
一
度
計
画
か

ら
や
り
直
し
て
い
き
た
い
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
は
、
以
前

に
戸
倉
ダ
ム
が
中
止
に
な
り
、

水
資
源
機
構
が
撤
退
す
る
と
き

に
、
村
に
建
物
と
事
務
所
を
無

償
譲
渡
し
た
い
と
い
う
申
し
出

を
前
村
長
が
断
っ
た
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。
も
し
、
こ
の
敷
地

を
譲
り
受
け
て
い
れ
ば
、
そ
こ

の
場
所
に
道
の
駅
の
建
設
な
ど

の
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
は
、

直
接
の
経
費
削
減
と
な
っ
た
か

ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

ま
た
、
も
う
一
つ
と
し
て
は
、

小
学
校
及
び
中
学
校
の
校
舎
建

設
で
す
が
、
大
き
く
人
口
が
減

少
し
て
い
る
中
、
も
う
少
し
検

討
し
、
施
設
一
体
型
の
小
中
一

貫
教
育
を
考
え
る
必
要
が
あ
っ

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
あ
る

い
は
そ
こ
に
保
育
所
も
併
設
す

る
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　

新
潟
県
湯
沢
町
で
は
、
湯
沢

学
園
と
い
う
愛
称
で
五
つ
の
保

育
園
、
五
つ
の
小
学
校
一
つ
の

中
学
校
を
統
合
し
、
施
設
一
体

型
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校

の
一
貫
教
育
シ
ス
テ
ム
を
取
り

入
れ
、
平
成
二
十
六
年
に
小
中

一
貫
教
育
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
に
は
、
認
定
こ

ど
も
園
を
開
園
し
、
施
設
一
体

型
の
保
・
小
・
中
の
十
二
年
間

を
通
し
た
一
貫
教
育
シ
ス
テ
ム

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
に
は

教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、
義
務

教
育
学
校
と
し
て
小
学
校
課
程

か
ら
中
学
校
課
程
ま
で
義
務
教

育
を
九
年
間
一
貫
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
法
改
正
が
さ

れ
た
り
、
近
隣
で
の
小
中
一
貫

校
を
進
め
て
い
る
の
を
聞
く
と
、

片
品
村
の
近
年
の
小
学
校
建
設
、

中
学
校
建
設
は
財
政
状
況
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
た

め
、
大
変
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

 

　  

近
年
、
小
中
学
校
建
設
を

初
め
と
す
る
大
き
な
事
業
が
実

施
さ
れ
、
起
債
未
償
還
金
額
が

増
大
し
て
い
る
。

　
今
後
の
財
政
運
営
に
大
き
く

影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

問
　

起
債
の
未
償
還
残
額
の
推
移

で
す
が
、
平
成
十
年
度
末
の
起

債
未
償
還
残
額
は
約
四
十
七
億

四
千
万
円
、
平
成
二
十
年
度
に

は
約
二
十
八
億
七
千
万
円
と
な

り
、
そ
の
後
は
三
十
億
円
前
後

で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
大
き

な
事
業
の
起
債
の
内
容
で
す
が
、

片
品
小
学
校
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
開
始

し
平
成
二
十
七
年
度
に
完
了
し

て
い
ま
す
の
で
、
片
品
小
学
校

建
設
に
係
る
起
債
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
、
平

成
二
十
六
年
度
、
平
成
二
十
七

年
度
の
三
年
間
で
そ
れ
ぞ
れ
借

入
れ
を
し
た
総
額
が
約
六
億
五

千
万
円
で
す
。
返
済
に
つ
き
ま

し
て
は
、
三
年
据
え
置
き
の
た

め
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
元

金
の
償
還
が
始
ま
り
、
平
成
三

十
一
年
度
に
は
全
額
が
償
還
の

対
象
と
な
り
、
平
成
三
十
九
年

度
で
小
学
校
建
設
に
係
る
起
債

の
償
還
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、
片
品
中
学
校

の
改
築
工
事
に
係
る
起
債
の
総

額
が
七
億
四
千
万
円
、
交
流
連

携
拠
点
整
備
事
業
に
係
る
起
債

の
総
額
が
四
億
七
千
万
円
、
児

童
館
の
建
設
に
係
る
起
債
が
一

億
四
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
四
つ
の
大
き
な
事
業
の

起
債
総
額
は
約
二
十
億
円
で
、

ほ
と
ん
ど
が
過
疎
債
の
た
め
、

償
還
が
完
了
す
る
の
は
平
成
四

十
二
年
の
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
平
成
二
十
五
年

度
以
降
大
き
な
事
業
が
続
い
た

た
め
、
平
成
三
十
一
年
度
末
の

起
債
残
高
見
込
額
は
五
十
一
億

円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

起
債
に
対
す
る
償
還
金
の
見
込

額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
三

十
一
年
度
に
は
四
億
円
を
超
え
、

中
学
校
改
築
工
事
の
起
債
全
て

の
償
還
が
始
ま
る
平
成
三
十
四

年
度
に
は
五
億
円
を
超
え
、
平

成
四
十
二
年
度
頃
ま
で
は
高
額

な
償
還
が
続
く
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
防
災
無
線
関
係
施
設

の
改
修
等
大
規
模
な
事
業
も
実

施
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、

事
業
内
容
を
精
査
し
、
経
費
の

節
減
に
努
め
な
が
ら
計
画
的
に

事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

︵
村
長
︶

 

　  

厳
し
い
財
政
状
況
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
以
外
に
歳
入
面
で
も
減
額

と
な
る
要
素
が
多
く
、
特
に
、

歳
入
の
主
要
財
源
で
あ
る
交
付

税
は
平
成
二
十
九
年
度
歳
入
決

算
額
の
う
ち
四
割
を
占
め
て
い

て
十
九
億
円
で
あ
り
ま
す
が
今

後
も
人
口
減
少
が
進
む
中
交
付

税
の
増
加
は
見
込
ま
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
の
歳
入
面
で
交

付
税
を
含
め
ど
の
よ
う
な
状
況

と
な
る
か
、
お
お
よ
そ
の
想
定

で
き
る
見
込
み
を
伺
い
た
い
。

問
　

来
年
度
以
降
の
村
税
の
見
込

み
で
す
が
、
ま
ず
住
民
税
に
つ

い
て
は
、
給
与
所
得
者
の
中
心

と
な
る
若
い
世
代
が
、
現
在
の

給
与
所
得
者
の
定
年
等
に
よ
り

︵
村
長
︶



　

国
土
調
査
の
中
の
地
籍
調
査

に
つ
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度

の
状
況
で
は
、
群
馬
県
内
三
十

五
市
町
村
中
、
未
着
手
は
片
品

村
を
含
む
五
市
町
村
あ
り
ま
す
。

完
了
が
四
市
町
村
、
実
施
中
が

二
十
三
市
町
村
、
何
ら
か
の
事

情
で
休
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

三
市
町
村
で
す
。

　

人
に
関
す
る
記
録
と
し
て
戸

籍
が
あ
る
よ
う
に
、
土
地
に
関

す
る
記
録
を
地
籍
と
言
い
、
日

本
の
国
土
を
正
確
に
記
録
す
る

た
め
の
土
地
の
基
礎
的
な
調
査

が
地
籍
調
査
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
地
籍
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
籍
が
明
確
化
さ
れ

て
、
境
界
紛
争
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
、
土
地
取
引
の
円
滑
化
、

課
税
の
適
正
化
な
ど
広
範
囲
で

利
用
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
早

期
に
着
手
す
る
こ
と
が
片
品
村

に
と
っ
て
望
ま
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
多
額
の
費
用
と
時
間
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
費
用
の
面
に
関
し

て
は
、
平
成
三
十
年
度
群
馬
県

の
資
料
に
基
づ
き
算
出
し
て
み

ま
す
と
、
片
品
村
の
宅
地
、
雑

種
地
を
調
査
す
る
場
合
、
面
積

一
㎢
あ
た
り
平
均
経
費
は
三
千

答

答

二
、
片
品
村
の
人
口
減
少

問
題
に
つ
い
て

一　般　質　問 6

 

　  

片
品
村
の
人
口
の
自
然
増

減
は
、
平
成
二
年
に
出
生
数
を

死
亡
数
が
上
回
り
そ
の
後
に
人

口
減
少
が
大
き
く
進
み
、
平
成

二
年
当
時
六
千
百
人
で
あ
っ
た

人
口
が
現
在
四
千
四
百
人
余
り

と
な
っ
て
い
て
、
千
七
百
人
ほ

ど
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
減
少
の
要
因
の
一
つ
と

し
て
未
婚
率
の
増
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
未
婚
者
の
解
消
に
向
け

た
婚
姻
支
援
に
つ
い
て
行
政
と

し
て
何
ら
か
の
取
組
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
た
い
。

問
　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
不
妊

治
療
、
妊
婦
支
援
、
出
産
・
産

後
や
子
育
て
支
援
な
ど
様
々
な

取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
お

り
、
減
少
要
因
の
一
つ
と
し
て

結
婚
支
援
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
頃
か
ら
数
年

間
む
ら
づ
く
り
観
光
課
で
取
り

組
ん
で
お
り
ま
し
た
未
婚
者
の

解
消
に
向
け
た
結
婚
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
参
加
者
を
募
る

こ
と
の
難
し
さ
や
課
題
が
多
く

や
む
な
く
事
業
を
終
了
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
伴
い
若
者
の
結
婚
観

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る

昨
今
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
団
員

の
確
保
と
福
利
厚
生
の
向
上
を

目
的
に
消
防
団
員
限
定
で
あ
り

ま
す
が
、
出
会
い
の
場
づ
く
り

の
取
組
を
行
い
た
い
と
言
う
こ

と
で
、
平
成
三
十
一
年
度
当
初

予
算
に
事
業
費
を
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
業
界
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
や
地
元
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
、
若
い
消
防
団
員
な
ど

の
意
見
を
取
入
れ
、
年
度
内
に

四
回
程
度
開
催
し
、
毎
回
、
別

の
講
師
に
よ
る
マ
ナ
ー
講
座
や

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、

自
分
磨
き
、
潜
在
的
な
魅
力
の

発
見
な
ど
、
自
分
自
身
を
見
つ

め
直
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

生
涯
の
伴
侶
と
の
出
会
い
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
強
く
念
願

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
若
者
の
意
見
や
既

に
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
を
参
考
に
幅
広
い
視
野
を

持
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

六
百
万
円
で
す
か
ら
、
調
査
対

象
面
積
約
八
㎢
と
し
て
、
二
億

八
千
八
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
用
地
で
は
約
二
十

二
・
五
㎢
で
す
の
で
八
億
一
千

万
円
、
山
林
を
含
め
ま
す
と
約

三
十
三
億
円
の
費
用
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
の
片

品
村
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
中
長
期
的
な
事
業
計

画
で
検
討
し
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

 

　
結
婚
支
援
だ
け
で
な
く
、
移

住
・
定
住
な
ど
も
広
く
募
集
し
、

片
品
村
の
人
口
減
少
に
少
し
で

も
歯
止
め
と
な
り
、
将
来
増
加

と
な
る
よ
う
村
民
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
め
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
過
日
の
上
毛
新

聞
に
、
利
根
沼
田
地
域
で
出
産

対
応
で
き
る
病
院
が
こ
の
四
月

か
ら
利
根
中
央
病
院
だ
け
に
な

る
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
ま
し

た
。
こ
れ
も
現
状
の
出
生
数
が

減
少
し
て
い
る
中
で
は
や
む
を

得
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
が
、

出
生
数
が
増
加
し
、
施
設
が
不

足
す
る
よ
う
な
状
況
と
な
る
こ

と
を
願
い
、
そ
の
と
き
に
は
村

長
さ
ん
を
始
め
利
根
沼
田
地
域

の
首
長
さ
ん
方
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
、
利
根
沼
田
地
域
が
安
心

し
て
出
産
で
き
る
施
設
整
備
が

な
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

萩
原
議
員

 

　  

国
土
調
査
の
地
籍
調
査
に

つ
い
て
、
片
品
村
の
財
政
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
着

手
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問 減
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
固
定
資
産
税
で
す
が
、

土
地
の
価
格
は
下
落
傾
向
に
あ

り
、
家
屋
の
新
築
が
年
間
数
軒

し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
経
年
減

点
に
よ
り
下
が
っ
て
い
く
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

で
す
が
、
健
康
志
向
や
価
格
の

高
騰
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
い

る
状
況
で
す
。
ま
た
、
軽
自
動

車
税
及
び
入
湯
税
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
こ
数
年
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
を
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
村
税
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
税
目
と
も

緩
や
か
な
減
少
傾
向
で
推
移
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
地
方
交
付
税
の
動
向

で
す
が
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
平
成
二
十
九
年
度
の
歳
入

に
占
め
る
割
合
が
約
四
割
を
超

え
る
主
要
な
財
源
で
す
が
こ
こ

数
年
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
ご
質
問
の
来
年
度
以
降

の
動
向
で
す
が
、
交
付
税
の
算

定
に
つ
い
て
は
、
人
口
が
基
本

と
な
る
項
目
が
多
い
た
め
、
今

後
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
け
れ
ば
、
地
方
交
付
税

も
減
額
さ
れ
る
も
の
と
予
想
し

て
お
り
ま
す
。



村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

一　般　質　問7

髙山 悦夫 議員

一
、
住
民
参
加
型
の

　
　
　
　
　  

村
政
を

二
、
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー

場
に
つ
い
て

三
、
花
の
駅
片
品
・
花
咲

の
湯
に
つ
い
て

四
、
道
の
駅
　
尾
瀬
か
た

し
な
に
つ
い
て

答

答

 

　 

新
時
代
へ
向
け
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の

問
題
が
あ
る
が
、
区
や
地
域

に
出
向
き
、
若
者
や
高
齢
者
、

身
障
者
な
ど
の
悩
み
や
相
談

を
直
接
受
け
て
、
村
政
に
活

か
す
考
え
は
あ
る
か
。

問
　

各
地
区
へ
出
向
き
、
悩
み

や
相
談
を
直
接
受
け
る
住
民

参
加
型
の
村
政
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
新
年
度
か

ら
広
範
囲
に
わ
た
り
、
村
民

の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
伺
っ

て
、
内
容
の
濃
い
座
談
会
に

な
る
よ
う
工
夫
し
、
村
政
に

活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

　

武
尊
山
観
光
開
発
株
式
会

社
は
、
公
共
性
を
有
し
、
地

域
の
観
光
振
興
、
地
元
雇
用

の
確
保
を
始
め
、
地
元
地
域

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
平
成
二

十
年
か
ら
ス
ノ
ー
パ
ル
オ
グ

ナ
ほ
た
か
の
指
定
管
理
者
と

し
て
、
管
理
、
運
営
を
行
っ

て
き
た
実
績
が
あ
り
、
指
定

管
理
者
の
候
補
で
あ
る
こ
と

は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
十
月
か
ら
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
向
け
て
、
村

か
ら
の
経
費
支
出
等
の
あ
り

方
も
含
め
指
定
条
件
に
つ
い

て
、
関
係
者
と
検
討
を
行
う

と
共
に
さ
ら
に
、
議
会
の
皆

様
と
協
議
を
進
め
手
続
き
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

︵
村
長
︶

問　
オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場

は
村
民
に
と
り
、
冬
の
観
光

産
業
と
し
て
、
と
て
も
重
要

な
施
設
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
、
武
尊
山
観
光
開
発
株
式

会
社
へ
指
定
管
理
者
の
契
約

を
引
き
続
き
お
願
い
し
て
欲

し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　

花
の
駅
片
品
・
花
咲
の
湯

の
職
員
補
充
に
つ
き
ま
し
て

は
、
片
品
村
振
興
公
社
が
指

定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
管
理
施
設
の
業
務
に
か

か
わ
る
た
め
答
弁
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
同

じ
く
指
定
管
理
者
で
運
営
し

て
い
る
道
の
駅
尾
瀬
か
た
し

な
、
ほ
っ
こ
り
の
湯
、
ま
た
、

ス
キ
ー
場
、
宿
泊
施
設
な
ど

村
内
外
の
観
光
施
設
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
地
域
の
活
性

化
、
賑
わ
い
の
た
め
に
さ
ら

に
魅
力
が
高
め
ら
れ
る
よ
う

片
品
村
振
興
公
社
に
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

答
　

道
の
駅
尾
瀬
か
た
し
な
に

つ
い
て
も
、
花
咲
の
湯
と
同

様
、
片
品
村
振
興
公
社
株
式

会
社
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、

村
の
中
心
地
か
ら
の
情
報
発

信
、
交
流
連
携
拠
点
施
設
と

し
て
、
片
品
村
の
農
業
・
観

光
振
興
に
資
す
る
べ
く
運
営

に
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

花
咲
の
湯
と
同
様
に
指
定

管
理
施
設
の
た
め
、
業
務
に

関
わ
る
質
問
の
答
弁
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

さ
ら
に
賑
わ
い
と
魅
力
度
ア

ッ
プ
を
目
指
し
、
多
く
の
皆

︵
村
長
︶

問　
村
民
が
生
き
が
い
に
し
て

い
る
農
産
物
直
売
所
や
、
観

光
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
施
設
の
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

職
員
の
補
充
や
営
業
改
革
が

必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

問　
村
の
観
光
と
農
業
の
発
信

拠
点
、
村
の
中
心
地
活
性
化

を
目
的
と
し
た
村
民
が
期
待

す
る
施
設
を
将
来
に
向
け
さ

ら
に
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、

村
内
の
観
光
施
設
と
の
連
携

を
強
化
し
、
利
用
者
増
や
魅

力
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
は

ど
う
か
と
思
う
が
。

花の駅片品・花咲の湯



一　般　質　問 8

答

 

　 

道
の
駅
・
尾
瀬
か
た
し

な
の
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
、

中
心
地
活
性
化
な
ど
の
取
組

が
見
え
な
い
が
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

問
　

道
の
駅
・
尾
瀬
か
た
し
な

は
、
第
三
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
お
い
て
、
情
報

発
信
交
流
連
携
拠
点
エ
リ
ア

整
備
と
し
て
、
寄
居
山
温
泉

セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

村
の
産
物
屋
、
か
た
し
な
や

の
整
備
な
ど
の
先
導
的
な
取

組
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今
年

度
は
、
ほ
っ
こ
り
の
湯
や
笠

科
神
社
、
文
化
セ
ン
タ
ー
等

の
利
用
お
よ
び
ア
ク
セ
ス
向

上
の
た
め
、
旧
尾
瀬
ツ
ー
リ

ス
ト
事
務
所
の
解
体
と
舗
装

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

旧
か
た
し
な
や
は
４
月
か

ら
業
務
委
託
を
し
、
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
は
景

観
を
活
か
す
た
め
立
木
の
伐

採
を
す
る
予
定
で
す
。

　

道
の
駅
・
尾
瀬
か
た
し
な

を
中
心
に
利
用
者
の
流
れ
が

生
ま
れ
活
性
化
が
図
れ
る
よ

う
住
民
の
コ
ン
セ
ン
ス
を
得

な
が
ら
、
空
き
店
舗
の
活
用

等
さ
ら
に
取
組
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

五
、
温
泉
施
設
の
利
用
に

つ
い
て

身
障
者
の
方
に
外
出
を
促
す

と
危
険
が
伴
い
、
ま
た
、
輸

送
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

高
齢
者
や
身
障
者
の
温
泉
活

用
に
よ
る
健
康
増
進
、
生
き

が
い
づ
く
り
と
な
る
よ
う
な

新
規
事
業
の
検
討
と
現
事
業

の
見
直
し
を
行
い
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
関
係
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
花
咲
の
湯
の
活

用
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

答
　

冬
は
季
節
が
ら
高
齢
者
や

︵
村
長
︶

問　
冬
期
間
の
高
齢
者
や
身
障

者
の
運
動
不
足
と
ス
ト
レ
ス

解
消
の
た
め
に
、
花
咲
の
湯

を
活
用
し
、
健
康
体
操
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
健

康
寿
命
の
増
進
と
生
き
が
い

づ
く
り
に
生
か
し
た
い
が
村

は
支
援
で
き
る
か
。

答
　

農
作
物
の
被
害
は
主
に
ニ

ホ
ン
ジ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、

イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
等
に
よ

る
も
の
で
、
被
害
額
は
平
成

二
十
九
年
度
で
約
三
百
五
十

万
円
で
す
。
被
害
防
止
対
策

は
鳥
獣
害
防
止
柵
の
設
置
、

電
気
柵
の
設
置
補
助
や
巡
視

員
三
名
に
よ
る
巡
回
や
追
い

払
い
、
捕
獲
隊
に
よ
る
罠
、

銃
に
よ
る
一
斉
駆
除
、
捕
獲

奨
励
金
の
給
付
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
被
害
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
、
今

後
に
つ
き
ま
し
て
も
関
係
機

関
と
連
携
し
、
有
害
鳥
獣
対

策
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
カ
ラ
ス
の
被
害
防
止

対
策
で
す
が
、
住
宅
地
の
近

く
に
生
息
し
て
い
る
た
め
に

猟
銃
で
の
駆
除
が
難
し
く
、

今
後
は
箱
檻
や
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
駆
除
方
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

山
ヒ
ル
の
生
息
や
目
撃
情

報
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、
生
息
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
早
期
に
駆
除

対
策
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
対
策
は

村
だ
け
で
は
難
し
い
の
で
、

県
や
国
と
の
連
携
を
強
化
し

対
策
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

︵
村
長
︶

様
に
愛
さ
れ
る
道
の
駅
と
し

て
、
雇
用
創
造
、
地
域
振
興

に
資
す
る
よ
う
片
品
村
振
興

公
社
に
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

六
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
と

対
策
に
つ
い
て

問　
有
害
鳥
獣
の
被
害
と
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
ま

た
、
カ
ラ
ス
の
対
策
と
動
物

に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
ヒ
ル
の

情
報
は
把
握
し
て
い
る
か
。



答

答答

一　般　質　問9

　

学
習
指
導
要
領
で
一
番
大
き

く
変
わ
る
の
は
高
等
学
校
教
育

で
、
高
校
に
も
探
究
型
の
授
業

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

高
大
接
続
改
革
と
し
て
入
試

を
改
革
し
、
高
校
教
育
を
充
実

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

日
々
の
授
業
を
通
し
て
、
考

え
、
探
究
し
、
活
用
す
る
力
、

そ
れ
ら
を
表
現
す
る
力
な
ど
を

つ
け
て
い
く
こ
と
が
そ
の
対
策

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

 

　  

来
年
か
ら
、
入
試
改
革
が

行
わ
れ
た
り
新
学
習
要
領
が
順

次
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
認

識
と
対
策
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

問

　

知
識
を
習
得
す
る
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
活
用
で
き
る
よ
う

な
人
間
を
育
て
て
い
く
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

　

教
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
い

授
業
で
、
よ
り
良
い
考
え
方
や

解
き
方
を
見
つ
け
る
学
習
方
法

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学

び
の
具
現
化
を
図
る
べ
く
、
学

校
で
は
、
授
業
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

片
品
中
学
校
で
は
、
授
業
改

善
推
進
校
の
指
定
を
受
け
、
先

進
的
な
研
究
を
他
の
学
校
に
発

信
し
て
き
ま
し
た
。

︵
教
育
長
︶

 

　  

小
中
学
校
の
学
習
指
導
要

領
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
ど

う
い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

問

 

　  

新
学
習
指
導
要
領
の
中
の

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
だ
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
認
識
で
、

そ
れ
が
授
業
の
中
で
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
ま
す
か
。

問

村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

答

答

教
育
振
興
対
策
に
つ
い
て 星野 精一 議員

 

　  

出
生
数
も
か
つ
て
の
十
分

の
一
に
な
り
、
個
性
化
教
育
の

で
き
る
環
境
に
な
っ
た
と
い
え

ま
す
が
、
ど
う
対
策
し
て
い
ま

す
か
。

問

 

　  

日
本
は
起
業
率
が
非
常
に

低
く
、
独
立
自
尊
の
精
神
を
育

む
教
育
が
欠
け
て
い
ま
す
。

　
今
こ
そ
そ
れ
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
が
、
ど
う
認
識
し
て
い

ま
す
か
。

問
　

現
在
は
一
人
一
人
が
違
っ
て

い
る
こ
と
を
前
提
に
、
個
性
を

尊
重
し
た
教
育
に
転
換
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
決

め
ら
れ
た
学
校
の
教
員
に
加
え
、

特
配
と
い
う
教
員
数
を
増
や
し

て
配
置
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
片
品
の
小
中
学
校

に
は
、
学
力
向
上
特
配
が
そ
れ

ぞ
れ
一
名
ず
つ
配
置
さ
れ
、
個

に
応
じ
た
指
導
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

︵
教
育
長
︶

答
　

学
校
の
役
割
は
自
立
し
た
社

会
人
に
な
れ
る
た
め
の
資
質
を

養
う
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

学
校
は
、
そ
の
と
き
に
必
要

な
資
質
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
が
責
務
で
あ
り
、
起
業
は
職

業
観
か
ら
の
選
択
肢
の
一
つ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

 

　  

地
方
や
町
村
は
、
東
京
や

企
業
の
た
め
の
人
材
育
成
や
人

の
提
供
の
場
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
戻
っ
て
く
る
人
間
を
育
て
る

に
は
、
郷
土
愛
教
育
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ど
う
認

識
し
、
ど
う
対
応
し
て
い
ま
す

か
。

問

 

　  

知
育
、
徳
育
、
体
育
プ
ラ

ス
食
育
で
本
当
の
教
育
が
完
成

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に

農
業
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
、
現
状
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問 答
　

郷
土
愛
教
育
に
つ
い
て
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
一
、
二
年
生

の
生
活
科
で
地
域
に
密
着
し
た

学
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
し
、

三
年
の
社
会
科
で
は
、
学
校
の

周
り
や
片
品
村
全
体
の
こ
と
を

勉
強
し
ま
す
。

　

片
品
中
学
校
で
は
、
経
営
方

針
の
中
に
﹁
自
分
自
慢
、
片
中

自
慢
、
片
品
自
慢
の
で
き
る
生

徒
の
育
成
﹂
を
掲
げ
て
様
々
な

試
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶

 

　  

平
成
三
十
一
年
度
よ
り
一

学
年
一
学
級
が
定
常
化
し
、
様

々
な
問
題
が
生
じ
る
と
考
え
ま

す
が
、
ど
う
い
う
対
策
を
し
て

い
ま
す
か
。

問
　

生
徒
指
導
を
き
め
細
か
く
実

施
し
て
い
く
こ
と
や
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
学
級
活
動
や
道
徳
科

を
中
心
と
し
た
全
教
育
活
動
を

通
じ
て
人
間
関
係
づ
く
り
を
丁

寧
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
で
対

応
す
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

︵
教
育
長
︶

答
　

農
業
教
育
は
人
格
の
形
成
に

は
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
思
い

ま
す
し
、
片
品
村
に
は
そ
れ
が

で
き
る
環
境
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
も
片
品
小
学
校
の
米

作
り
な
ど
の
農
業
体
験
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
加

え
る
こ
と
は
教
育
課
程
の
制
約

が
多
い
中
で
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

︵
教
育
長
︶



協
議
事
項

答

答

総務文教
常任委員会
総務文教
常任委員会

答

答答

議
会
か
ら
の
提
案

10常 任 委 員 会

問

問

問

　

期
限
内
納
付
が
で
き
な
い

事
情
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

換
価
の
猶
予
と
い
う
制
度
が

あ
り
、
幾
つ
か
の
要
件
に
該
当

す
れ
ば
６
か
月
の
猶
予
が
受

け
ら
れ
、
延
長
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
分
納
と
言
っ
て
回

数
を
分
け
て
納
付
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
納
税
者
が
納

め
や
す
い
方
法
等
を
相
談
し

な
が
ら
賦
課
、
徴
収
業
務
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

︵
住
民
課
長
︶

　

利
根
中
央
病
院
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
久
保
産
婦
人
科

医
院
で
は
今
年
の
３
月
中
旬

か
ら
分
娩
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
が
、
平
成　

年
度
で　

件
位
の
分
娩
を
見
込
ん
で
い

て
、
こ
の
程
度
で
あ
れ
ば
企

業
努
力
で
可
能
で
あ
り
、
今

後
ベ
ッ
ト
数
が
足
り
な
い
よ

う
な
事
態
が
あ
れ
ば
、
医
療

連
携
が
と
れ
て
い
る
病
院
に

お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
得

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

な
る
べ
く
片
品
の
方
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
今
後
も
依

頼
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

︵
保
健
福
祉
課
長
︶

　
　
村
税
の
内
、
固
定
資
産

税
が
６
割
ほ
ど
を
占
め
て
い

る
が
、
本
税
の
滞
納
額
を
減

ら
す
取
組
を
村
は
行
っ
て
い

る
か
。

　

尾
瀬
霊
園
の
埋
葬
者
は
主

に
村
外
の
方
で
す
が
、
基
本
、

埋
葬
許
可
は
住
民
登
録
地
の

自
治
体
が
発
行
し
、
尾
瀬
霊
園

に
埋
葬
す
る
と
言
う
形
で
す
。

︵
住
民
課
長
︶

　
　
利
根
沼
田
地
区
で
出
産

で
き
る
病
院
が
４
月
か
ら
利

根
中
央
病
院
だ
け
に
な
る
が

今
後
ど
う
な
の
か
。

　

片
品
村
で
も
教
員
の
時
間

外
労
働
は
深
刻
で
す
、
小
学

校
の
時
間
外
労
働
の
平
均
が

月　

時
間
程
度
、
中
学
校
に

お
い
て
は　

時
間
以
上
、
い

わ
ゆ
る
過
労
死
ラ
イ
ン
と
い

わ
れ
る
時
間
を
超
え
て
い
る

先
生
方
も
非
常
に
多
い
の
が

実
態
で
す
。

︵
教
育
長
︶

問　
　
先
進
国
の
中
で
こ
れ
ほ

ど
教
員
の
雑
務
が
多
い
と
い

う
国
は
な
い
が
、
片
品
村
で

は
教
員
の
職
場
環
境
は
ど
う

な
の
か
。

部
外
部
に
お
願
い
す
る
と
い

う
の
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
、
国
の
方
針
で
外
部
指

導
員
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
な

形
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全

︵
教
育
長
︶

　
　
中
学
校
部
活
動
の
指
導

の
外
部
委
託
問
題
を
知
り
た

い
。

○
村
の
重
要
課
題
と
し
て
人

口
減
少
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
人
口
減
少
問
題
の
対
策

協
議
会
と
い
う
よ
う
な
も
の

を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

○
ほ
っ
こ
り
の
湯
の
前
の
駐

車
場
に
あ
る
植
栽
帯
は
、
な

い
方
が
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
増

え
除
雪
も
楽
に
な
る
の
で
撤

去
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

︵
委
員
長　

星
野　

精
一
︶

所
管
事
務
に
つ
い
て

問　
　
尾
瀬
霊
園
の
埋
葬
許
可

は
片
品
村
が
出
し
て
い
る
の

か
。

利根中央病院

片品中学校

ほっこりの湯
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問

問

︵
農
林
建
設
課
長
︶

　
　
橋
梁
長
寿
命
化
対
策
工
事

の
委
託
金
は
細
工
屋
橋
の
詳
細

設
計
を
行
う
と
説
明
が
あ
っ
た

が
、
内
容
を
詳
し
く
聞
き
た
い
。

　

平
成　

年
６
月
の
議
会
定
例

会
の
一
般
質
問
の
答
弁
や
観
光

産
業
常
任
委
員
会
な
ど
で
、
平

成　

年
度
に
架
け
替
え
の
た
め

の
詳
細
設
計
、
平
成　

年
度
に

下
部
工
、
平
成　

年
度
に
上
部

工
を
実
施
す
る
計
画
で
進
め
た

い
と
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
橋
の
利
用
頻
度

や
拡
幅
す
る
必
要
性
、
村
の
財

政
状
況
な
ど
、
様
々
な
面
か
ら

改
め
て
検
討
し
た
結
果
、
現
況

の
ま
ま
の
改
修
補
強
等
で
橋
の

安
全
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
工
法
で
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
整
備
計

画
の
方
向
転
換
に
よ
り
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
に
対
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

細
工
屋
橋
の
設
計
費
と
し
て

当
初
予
算
で
四
千
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
が
、
当
初
予
算
を

計
上
す
る
段
階
で
は
、
新
橋
へ

の
架
け
替
え
、
あ
る
い
は
現
橋

の
修
繕
に
す
る
か
方
向
性
が
定

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
架

け
替
え
の
詳
細
設
計
で
計
上
し

て
い
ま
す
。

︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

村
の
財
政
状
況
を
含
め
た
方

針
転
換
な
の
で
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
農
林
建
設
課
長
︶

を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
基
本

的
な
も
の
を
含
め
、
県
と
協
議

を
行
う
予
定
で
す
。
そ
の
後
順

調
に
進
め
ば
、
地
元
説
明
会
を

行
い
、
平
成　

年
度
補
正
予
算

対
応
で
、
基
本
計
画
、
概
算
設
計

︵
農
林
建
設
課
長
︶

　

地
権
者
の
代
表
等
か
ら
基
盤

整
備
の
要
望
が
出
さ
れ
、
村
と

県
で
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
の
事
業
予
定
は
平
成

・　

年
度
で
計
画
手
続
き
、
平

成　

年
度
で
測
量
設
計
と
工
事

の
着
手
と
な
っ
て
お
り
、
地
権

者
か
ら
の
同
意
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
業

は
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
て
行
う
計
画
で
、
担
い
手
農

家
の
規
模
拡
大
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
担
い
手
の
申
し
込
み

が
少
な
く
、
チ
ラ
シ
及
び
講
演

会
等
を
と
お
し
て
呼
び
か
け
て

お
り
ま
す
が
な
か
な
か
集
ま
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
と
農

地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た

事
業
が
成
り
立
た
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
地
元

関
係
者
と
協
議
を
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

︵
農
林
建
設
課
長
︶

　
　
以
前
の
説
明
で
は
、
細
工

屋
橋
に
つ
い
て
は
新
橋
へ
の
架

け
替
え
で
、
平
成
　
年
度
に
詳

細
設
計
、
平
成
　
年
度
に
下
部

工
、
平
成
　
年
度
に
上
部
工
を

施
工
し
た
い
と
い
う
事
で
し
た

が
、
そ
の
解
釈
で
い
い
の
か
。

　

指
定
収
集
袋
に
つ
い
て
は
、

現
在
大
き
な
サ
イ
ズ
し
か
な
い

の
で
近
隣
市
町
村
を
参
考
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
資
源
ゴ
ミ
の
収
集
場

所
は
村
全
体
で　

か
所
有
り
地

区
に
一
か
所
が
基
本
で
す
が
、

新
た
な
要
望
等
が
あ
れ
ば
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
農
林
建
設
課
長
︶

問　
　
牛
の
平
地
区
基
盤
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
、
今
後
の
予
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問　
　
ゴ
ミ
の
指
定
収
集
袋
に
つ

い
て
、
現
在
の
も
の
で
は
高
齢

者
世
帯
等
で
は
大
き
す
ぎ
る
の

で
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
も
の
を
作

れ
な
い
の
か
、
ま
た
、
資
源
ゴ

ミ
の
収
集
を
通
常
の
収
集
場
所

で
で
き
な
い
の
か
。

︵
委
員
長　

入
澤
登
喜
夫
︶

一
、
平
成
　
年
度
予
算

    

に
つ
い
て

二
、
所
管
事
務
に
つ
い
て

問　
　
村
の
支
出
を
節
約
し
た
い

と
い
う
の
は
理
解
で
き
る
が
、

橋
の
架
け
替
え
は
以
前
か
ら
予

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
急
に

現
況
の
修
繕
で
対
応
す
る
と
い

わ
れ
て
も
す
ぐ
に
納
得
で
き
る

話
で
は
な
い
の
で
、
地
元
の
人

と
も
相
談
を
し
て
、
ど
う
し
て

も
架
け
替
え
で
進
め
と
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
改
め

て
お
願
い
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問　
　
北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
し

尿
処
理
施
設
の
建
設
計
画
は
ど

の
よ
う
な
予
定
か
。
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細工屋橋

北部浄化センター

牛の平
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入
澤
登
喜
夫

今
井
　
　
功

千
明
　
道
太

星
野
　
精
一

髙
山
　
悦
夫

星
野
　
栄
二

萩
原
　
正
信

後
藤
　
眞
平

千
明
　
　
勉

議
員
名

議
決
結
果

議
案
内
容

議
案
番
号

職員の分限に関する手続及び効果に関する
条例の一部を改正する条例について

全会一致
原案可決

議　案
第１号

片品村職員の勤務時間、休暇等に関する条
例の一部を改正する条例について

全会一致
原案可決

議　案
第２号

公益的法人等への職員の派遣等に関する条
例の一部を改正する条例について

全会一致
原案可決

議　案
第３号

片品村福祉医療費の支給に関する条例の一
部を改正する条例について

全会一致
原案可決

議　案
第４号

片品村布設工事監督者の配置基準及び資格
基準並びに水道技術管理者の資格基準に関
する条例の一部を改正する条例について

全会一致
原案可決

議　案
第５号

地方公営企業法の適用に関する条例を廃止
する条例について

全会一致
原案可決

議　案
第６号

片品村観光施設事業に係る出納その他の会
計事務の一部に係る権限を会計管理者に行
わせる条例を廃止する条例について

全会一致
原案可決

議　案
第７号

片品村観光施設事業に関する条例を廃止す
る条例について

全会一致
原案可決

議　案
第８号

群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関
する協議について

全会一致
原案可決

議　案
第９号

村道路線の認定及び廃止について
全会一致
原案可決

議　案
第10号

指定管理者の指定について
全会一致
原案可決

議　案
第11号

指定管理者の指定について
全会一致
原案可決

議　案
第12号

指定管理者の指定について
全会一致
原案可決

議　案
第13号

指定管理者の指定について
全会一致
原案可決

議　案
第14号

指定管理者の指定について
全会一致
原案可決

議　案
第15号

指定管理者の指定について
全会一致
原案可決

議　案
第16号

指定管理者の指定について
全会一致
原案可決

議　案
第17号

指定管理者の指定について
全会一致
原案可決

議　案
第18号

指定管理者の指定について
全会一致
原案可決

議　案
第19号

指定管理者の指定について
全会一致
原案可決

議　案
第20号

平成 30 年度片品村一般会計補正予算
（第４号）について

全会一致
原案可決

議　案
第22号

平成 30 年度片品村国民健康保険特別会計
補正予算（第 2号）について

全会一致
原案可決

議　案
第23号

平成 30 年度片品村簡易水道事業特別会計
補正予算（第 4号）について

全会一致
原案可決

議　案
第24号

平成 30 年度片品村介護保険特別会計補正
予算（第 3号）について

全会一致
原案可決

議　案
第25号

平成 30 年度片品村下水道事業等特別会計
補正予算（第 4号）について

全会一致
原案可決

議　案
第26号

平成 30 年度片品村後期高齢者医療特別会
計補正予算（第 2号）について

全会一致
原案可決

議　案
第27号

平成 31 年度片品村一般会計予算について
全会一致
原案可決

議　案
第28号

平成 31 年度片品村国民健康保険特別会計
予算について

全会一致
原案可決

議　案
第29号

平成 31 年度片品村簡易水道事業特別会計
予算について

全会一致
原案可決

議　案
第30号

平成 31 年度片品村介護保険特別会計予算
について

全会一致
原案可決

議　案
第31号

平成 31 年度片品村下水道事業等特別会計
予算について

全会一致
原案可決

議　案
第32号

平成 31 年度片品村後期高齢者医療特別会
計予算について

全会一致
原案可決

議　案
第33号

指定管理者の指定について
全会一致
原案可決

議　案
第21号

専決処分の報告について
全会一致
原案可決

全会一致
原案可決

報　告
第１号

片品村教育委員会委員の任命について
同　意
第１号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※欠席議員は「−」で、議長は「＼」で表示
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「私たちは観光について提案しました。」

「私たちは観光について提案しました。」

「私たちは子育て・教育に
　　　　　ついて提案しました。」

「私たちは観光について提案しました。」

「私たちは福祉について提案しました。」

ゆう けん しゃ

ようこそ 有 権 者
Welcome

中学生議会・ようこそ有権者へ13

　片品の課題について議題を考えるのは、思った

以上に大変で難しいことだと思いました。また、

今の片品の問題において、観光はとても偏ってし

まっているので、大変なものだなと思いました。

しかし、道の駅ができたことによって、今年はど

うなるか楽しみです。

　また、発表するにあたってあのような場所では

一度も発表したことがなかったので、とても緊張

しました。いつもあの場で議会をする議員の方々

や村長さんは、とてもすごいと思いました。良い

村づくりのためにこれからも頑張ってください。

　私たちは、自然豊かな公園づくりと夜間

保育の時間の延長のことについて提案しま

した。そして、夜間保育は、保護者の意見

を取り入れての活動だとしり、意見を聞い

ての活動なら良いのかなと思いました。

　自然豊かな公園は、住民の方も思ってい

たらしいので、私たち子供目線でも公園は

欲しいので、ぜひ本格的に取り組んでくれ

たらとてもうれしいです。

　私は、中学生議会を通して片品村が高齢者・障

がい者に対してどのような工夫をしているか、ま

た災害時の場合にはどのような対策をしているか

を知ることができてよかったです。

　私は、本番はとても緊張して手が震えました。だ

けど、そのようなことは自分の貴重な体験にもな

ったし、中学校生活の一つの思い出になりました。

　片品村が、人口に対してどのような工夫や対策

をしているのかもっと知りたいと思いました。

　観光業の発展につれての人口増加をねらった考

えを提案しました。

　片品では昔、８ヶ所あったスキー場が５ヶ所に

まで減ってしまったようです。スキー場を造る費

用や土地費用などなど１つ造るのには多くの費用

がいり、今、運営しているスキー場と、もう１つ

造るのを両立させるのは予算的に難しいことがわ

かりました。

　なので、今あるスキー場をもっと多くの人々に

利用してもらうため、インターネット（ＳＮＳ）

での発信をこれから重視していく必要があると思

いました。

　この中学生議会を通して自分達で考えて調べた

ことを１つの案として提案し議会の雰囲気を感じ

ることができたのでよかったです。中学生議会の

準備をしているときは同じ班の人と協力してしっ

かり案を考えて、それについて資料を用意したり

してしっかり準備ができたのでよかったです。

　中学生議会の本番では、議会の雰囲気を感じて

少し緊張したけど、しっかり提案できたのでよか

ったです。

　これからも村の発展のために住民として色々考

えたいと思いました。

　私は、昨年の五月に十八歳となり、有権者となりました。今まで大人だけの世界に感じて

いましたが、今ではそこに仲間入りをし、嬉しさとともに初めてのことに不安を感じています。

　これから四月には選挙を行う機会があります。我々若者の選挙での投票率は決して高いも

のではありません。「私が投票しても変わらない」という若者がほとんどですが、投票せずに

ただ待っていても、変化が起こることはありません。これからの日本に大切なのは、我々十代、

二十代の若者の意見ではないでしょうか。今はＳＮＳが当たり前の時代になったので、若者

が公約を聞ける機会も多くあると思います。積極的に選挙に参加をし、自分たちで変える努

力をしなければいけないと思います。

　私は、大学進学と同時に一度群馬を離れますが、有権者として視野広く生活していきたい

と思っています。

有権者になって
尾瀬高等学校３年 1 組 星 野  隼 輝 さん

じゅん  き
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○傍聴のお知らせ

次回定例会は、６月 14 日（金）の予定です。

 一般質問は、開会初日です。なお、一般質問の質疑応答（全文）は片品村公式ホームページ（HP）
にて閲覧できます。HP 掲載写真はフルカラーです。　
URL　http：//www.  vill. katashina.gunma.jp/

片品小学校卒業式

片品中学校卒業式
上州雪かき道場

8 日

12 日

 〃  

13 日

14 日

15 日

 〃  

18 日

25 日

29 日

議会全員協議会（当初予算説明会）

総務文教常任委員会

観光産業常任委員会

片品中学校卒業証書授与式

区対抗スキー大会

第１回議会定例会閉会

第１回議会広報編集特別委員会

国道 120 号金精道路除雪状況調査

片品小学校卒業証書授与式

各保育所卒園式

5 日

 〃  

８日

 〃  

各保育所入園式

行政区役員会議

片品小学校入学式

片品中学校入学式

8 日

15 日

19 日

22 日

 〃  

19 日

オグナほたかスキー場視察

片品村の上下水道、学校給食センター、

観光施設事業、国保、介護保険の

各運営協議会（委員会）

利根東部衛生施設組合議会

議会運営委員会

議会全員協議会

全日本マスターズスキー選手権尾瀬

片品大会

片品中学校完成式

第 53 回冬季交歓会23日  〜 25日

2 月 28 日 

 〜 3月3 日

7 日

 〃  

第１回議会定例会開会

議会全員協議会（補正・当初予算説明会）
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